
平成 30 年度 教養教育院（高度教養教育・学生支援機構） 

総長特命教授合同講義 

転換点を生きる 
平成 30 年 

11 月 12 日（月）14:40～17:50（4・5 講時）15 時開始 

経済学部第 1 講義室 203 （予備室）第 2 講義室 204 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14:40 入場開始 

15:00 開会 
 
 
 
 
 
 

 
 
16:10     休 憩      【質問・コメントシート記入、回収】 （約 20 分間） 
 

 
 
 
17:50 閉会 
司 会 鈴木 岩弓（宗教民俗学、死生学） 
 
※質問・コメントシート は A５サイズのカラー用紙です。休憩時間中に回収します。 

 提出いただいたものの中から幾つかを採り上げて本日の討論の材料とし、残りは後日、教養教育院の Web ページ上でお答えします。 
※今後の合同講義等の改善に役立てるため、講義終了後、アンケートへのご協力をお願いします。 
 この資料の最終ページに質問があります。回答は別紙ミニットペーパーに記入してください。 

 （下記の科目を履修している学生は、出欠の確認を兼ねますので必ず提出してください。） 
【月 4 講時】思想と倫理の世界：現代哲学への招待（野家啓一）、生命と自然：医学・生物学を専攻しない学生のための人体の仕組みと働き 
 （山口隆美）、生命と自然：無から有をつくる植物のしくみ（山谷知行）、生命と自然：エッセンシャル生命科学（水野健作）、 

 展開ゼミ：文学者の見た「死」―日本人の死生観―（鈴木岩弓） 
【月 5 講時】展開ゼミ：Schmidt-Nielsen『動物生理学』を読む（山口隆美）、展開ゼミ：現代日本における「死」の変化（鈴木岩弓） 
【月 2 講時】展開ゼミ：曲がった空間の幾何学（宮岡礼子） 【月 3 講時】展開ゼミ：DNA の冒険（宮岡礼子） 

※講義の様子は録音し、後日、『教養教育院セミナー報告』に掲載する予定です。 

 

【問い合わせ】 東北大学 教養教育院 （高度教養教育・学生支援機構） 担当：鈴木かおる 
TEL 022-795-4723 Email info@las.tohoku.ac.jp http://www.las.tohoku.ac.jp/ 

川内南キャンパス 
文科系総合講義棟 2 階 

講義（各 10 分程度） 

私の転換点      山谷 知行（植物分子生理学） 

転換し続けている世界で生きる   山口 隆美（生体医工学） 

生命科学の転換点を生きる！   水野 健作（分子細胞生物学） 

私の転換点：物理学から哲学へ   野家 啓一（哲学） 

質疑応答 

パネリスト紹介、質問への回答および討論 

座小田 豊（哲学）、宮岡 礼子（微分幾何学）、米倉 等（開発経済学、地域研究）、 
会場の皆さん 

当日配付資料 



  

  

  

  



  

  

  

  



  

  

  

  



  

  

  

  



  

  

  

  



総長特命教授合同講義 
「転換点を生きる」に対する評価 

 

（注１）この評価は、今回の合同講義に対する皆さんの率直な感想などをお聞きし、今後の教育改善に役立
てようとするものです。対象講義（下記）の履修学生はこの提出をもって出席確認としますので、
必ず提出してください。回答は別紙のミニットペーパーにご記入のうえ、退場時に教室出入り口に
ある箱に入れてください。 

（注２）今回の合同講義に関するレポート提出等については、各担当教員の指示に従ってください。 
 
【ミニットペーパーの表面の記入】 
 ●対象講義（下記）履修学生 
  （学籍番号）（所属学部）（氏名）マークシート、記入式ともすべて記入してください。 
 ●履修学生以外（学生、教職員、その他） 
  学生の場合は、マークシート、記入式とも（所属学部）を記入してください。 
 ○共通 
  （提出月日） 今日の日付（11 月 12 日）を記入してください。 
 
【ミニットペーパーの裏面の記入】 

〔質問１〕 
あなたが受講している講義の担当者はだれですか。以下の番号で答えて下さい。 
１ 野家  ２ 座小田  ３ 山口  ４ 宮岡  5 米倉  6 鈴木 7 山谷 
8 水野 9履修していない（学生、教職員、その他） 

今回の合同講義を、次の各項目の観点から評価してください。（報告者による違いはあるかもしれま
せんが、全体を通しての印象を記入してください。）下記の表で各質問の答となる１～4を選んで、 
ミニットペーパーの該当する箇所の○を塗りつぶしてください。 

〔質問２〕 
興味 

4 3 ２ １ 
総合タイトルに 
興味を持った 

少し興味を 
持った 

あまり興味を 
持てなかった 

興味を 
持てなかった 

〔質問３〕 
難易度 

4 3 ２ １ 

易しかった どちらかといえば 
易しかった やや難しかった 難しかった 

〔質問４〕 
面白さ 

4 3 ２ １ 

面白かった やや面白かった あまり 
面白くなかった 面白くなかった 

〔質問５〕 
理解度 

4 3 ２ １ 

理解できた 少し理解できた あまり理解 
できなかった 

理解 
できなかった 

〔質問６〕 
テーマへの
関心増減度 

4 3 ２ １ 

関心が増した やや 
関心が増した 

やや 
関心が減った 関心が減った 

〔質問７〕 
討論充実度 

4 3 ２ １ 
討論は 

充実していた 
やや 

充実していた 
やや 

不十分だった 不十分だった 

〔質問８〕 
合同講義の
継続希望 

4 3 ２ １ 
今後も続けて 

ほしい 
どちらかといえば 
続けてほしい 

どちらかといえば 
続ける必要はない 

続ける必要は 
ない 

 
■対象講義（月曜日 4講時・5講時） 

思想と倫理の世界：現代哲学への招待（野家啓一） 生命と自然：医学・生物学を専攻しない学生のための人体の仕組みと働き（山口隆美） 
生命と自然：無から有をつくる植物のしくみ（山谷知行） エッセンシャル生命科学（水野健作） 
【展開ゼミ】文学者の見た「死」―日本人の死生観―（鈴木岩弓）【展開ゼミ】Schmidt-Nielsen「動物生理学」を読む（山口隆美） 
【展開ゼミ】現代日本における「死」の変化（鈴木岩弓） 

（月曜日 2講時）【展開ゼミ】曲がった空間の幾何学（宮岡礼子） 
（月曜日 3講時）【展開ゼミ】DNAの冒険（宮岡礼子） 


